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一、わが党は、民主主義の理念を基調として諸般の制
度・機構を刷新改善し、文化的民主国家の完成を
期する。

一、わが党は、平和と自由を希求する人類普遍の正義
に立脚して、国際関係を是正し、調整し、自主独
立の完成を期する。

一、わが党は、公共の福祉を規範とし、個人の創意と
企業の自由を基底とする経済の総合計画を策定実
施し、民主の安定と福祉国家の完成を期する。
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自
民
党
県
連
の
第
五
十
五
回

定
例
大
会
は
五
日
、
金
沢
市
の

ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で
党
員
ら
約

四
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、

中
川
石
雄
会
長
、
石
田
忠
夫
幹

事
長
を
中
心
と
し
た
新
執
行
部

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
会

で
は
次
期
衆
院
選
の
勝
利
に
向

け
一
致
団
結
し
て
臨
む
方
針
を

確
認
し
た
。

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
中
川

氏
は
あ
い
さ
つ
で
「
地
方
政
治

五
十
年
の
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
県
政
発
展
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
。
伝
統
あ
る
石
川
県
連

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
展
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
誓
う
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

瓦
力
、
馳
浩
、
北
村
茂
男
の

三
衆
院
議
員
は
順
に
あ
い
さ
つ

し
、
来
賓
の
谷
本
正
憲
知
事
、

山
出
保
金
沢
市
長
は
道
路
財
源

の
確
保
な
ど
で
政
権
与
党
で
あ

る
自
民
党
に
期
待
感
を
寄
せ
、

公
明
党
県
本
部
の
庄
源
一
代
表

は
「
次
期
衆
院
選
で
は
自
公
連

携
か
ら
、
自
公
一
体
と
な
り
、

政
治
局
面
を
開
く
決
意
だ
」
と

述
べ
た
。

議
事
で
は
党
情

報
告
に
続
き
、
今

年
度
の
重
点
施
策

や
組
織
広
報
活
動

方
針
、
予
算
案
を

審
議
し
了
承
し

た
。
最
後
に
石
田

幹
事
長
が
「
五
役

は
大
変
若
い
が
、

若
さ
と
行
動
力
で

多
く
の
課
題
を
乗

り
越
え
て
い
く
」

と
協
力
を
求
め

た
。自

民
党
県
連
は

次
期
衆
院
選
を
見

据
え
、
党
員
や
有

権
者
に
対
し
党
の

政
策
を
浸
透
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各

方
面
の
連
携
強
化

の
必
要
性
を
確
認

し
て
い
る
。
中
川

新
会
長
も
「
万
全

を
期
し
て
選
挙
に

向
け
て
努
力
す

る
」
と
の
考
え
を

強
調
し
て
い
る
。

県
連
大
会
の
研
修
会
で
は
、

森
喜
朗
元
首
相
が
岡
田
直
樹
参

院
議
員
と
の
対
談
形
式
で
特
別

講
演
し
た
。
森
氏
は
欧
州
の
首

脳
な
ど
が
北
京
五
輪
開
会
式
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
を
表
明
し
て
い
る

こ
と
に
「
中
国
が
頼
り
に
し
て

い
る
日
本
の
福
田
首
相
が
『
行

か
な
い
』
と
言
え
ば
恨
み
が
残

る
。
協
力
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」

と
述
べ
、
首
相
は
出
席
す
べ
き

だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。
ま
た

森
氏
は
「
隣
国
同
士
は
仲
良
く

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
指

摘
。
二
〇
一
六
年
の
東
京
五
輪

誘
致
の
た
め
に
も
協
力
が
必
要

と
し
た
。

小
松
空
港
の
活
性
化
に
つ
い

て
森
氏
は
「
飛
行
機
よ
り
も
速

く
東
京
に
着
く
北
陸
新
幹
線
が

開
業
す
れ
ば
、
い
ず
れ
小
松
―

羽
田
便
は
な
く
な
る
」
と
の
見

通
し
を
示
し
、
ア
ジ
ア
地
域
中

心
の
近
距
離
国
際
路
線
を
増
や

す
努
力
を
、
県
や
地
元
に
求
め

た
。
ま
た
、
先
の
話
と
し
て
、

北
陸
新
幹
線
に
連
結
し
て
能
登

か
ら
乗
り
換
え
な
し
で
東
京
に

い
け
る
ミ
ニ
新
幹
線
の
考
え
方

を
能
登
も
持
っ
て
い
い
と
も
述

べ
た
。

新体制で決戦必勝を決議した定例大会［北國新聞社提供］

決戦迫る!「自民力」の拡大と結束を図ろう!
中
川
石
雄
会
長
―
石
田
忠
夫
幹
事
長
新
体
制
ス
タ
ー
ト

次
期
衆
院
選
に
向
け
、党
員
や
有
権
者
へ
の
政
策
の
浸
透
と

組
織
の
連
携
強
化
・
拡
大
が
急
務
と
確
認

地
方
政
治
五
十
年
の
経
験
を
生
か
し
て

自
民
県
連
の
発
展
に
尽
く
す
と
決
意
表
明
―
中
川
会
長

森
氏
が
特
別
講
演

北
京
五
輪
開
会
式
、

福
田
首
相
は
出
席
す
べ
き直面する重要課題について講演する森氏

［北國新聞社提供］

今
振
り
返
り
口
惜
し
い
思
い

に
駆
ら
れ
る
の
が
、
国
会
審
議

に
停
滞
と
混
乱
を
招
い
た
参
議

院
選
挙
の
大
敗
で
あ
り
ま
す
。

長
く
政
権
を
維
持
し
て
き
た
自

民
党
に
奢
り
や
マ
ン
ネ
リ
が
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
改
革
の
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
国
民
の
声
な

き
声
に
真
摯
に
注
意
深
く
耳
を

傾
け
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
国
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
き
政
権
責

任
政
党
と
し
て
率
直
に
真
剣
に

反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
や
若
者
に
夢
を
。
お

年
寄
り
に
安
心
を
。
諸
々
の
生

活
不
安
に
き
め
細
か
い
対
応
を
。

そ
し
て
国
際
社
会
か
ら
は
信
頼

さ
れ
る
品
格
あ
る
国
家
の
創
設

を
。
こ
れ
か
ら
の
政
策
実
現
に

む
け
党
員
党
友
の
皆
さ
ん
と
し

っ
か
り
タ
ッ
グ
を
組
み
、
足
元

堅
固
な
戦
う
態
勢
の
構
築
に
取

り
組
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

元
首
相
・
衆
議
院
議
員

森
喜
朗

ね
じ
れ
国
会
方
程
式
は
ガ
チ

ン
コ
勝
負
で
す
。
財
源
裏
打
ち

の
あ
る
政
策
を
、
オ
ー
プ
ン
な

議
論
で
企
画
成
立
さ
せ
広
報
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
国
家

を
支
配
す
る
の
は
公
務
員
な
の

か
、
正
当
な
選
挙
で
選
ば
れ
た

政
治
家
な
の
か
と
言
う
こ
と
で

す
。
自
由
民
主
党
は
そ
う
い
う

観
点
で
も
自
戒
し
、
し
っ
か
り

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

治
労
や
日
教
組
な
ど
の
官
公
労

が
支
配
す
る
民
主
党
に
任
せ
ら

れ
な
い
最
大
の
論
点
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
税
金
が
正
し
く
使

わ
れ
る
国
家
と
な
る
た
め
に
も
、

公
務
員
制
度
改
革
は
絶
対
必
要

で
す
。

人
材
立
国
日
本
を
目
指
し
て

私
は
闘
い
続
け
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員

馳
浩

日
頃
か
ら
党
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
会
は
い
わ
ゆ
る

「
ね
じ
れ
状
態
」
で
す
。
従
っ
て
、

急
を
要
す
る
政
策
や
国
民
の
求

め
る
諸
施
策
は
敏
速
に
対
応
で

き
ず
、
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

ま
た
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

地
球
温
暖
化
や
石
油
を
は
じ
め

と
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
、
更
に
は
食
糧
危
機
の
問
題

な
ど
難
題
は
山
積
し
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
今
、
真
に
必
要
な

こ
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
そ

れ
は
国
益
に
か
な
う
の
か
の
判

断
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
漁
師
や
運
送
業
の
方
々
の

原
油
高
騰
に
伴
う
痛
み
は
ど
れ

程
の
も
の
か
を
認
識
し
、
皆
さ

ん
と
共
通
の
思
い
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

北
村
茂
男

「ねじれ国会」解消のため、一区馳浩、
二区森喜朗、三区北村茂男にご支援を

衆
議
院
議
員

瓦
　
力

能
登
半
島
地
震
の
災
害
復

興
の
な
か
、
年
間
約
七
百
万

人
が
訪
れ
て
い
た
観
光
客
の

足
が
遠
の
き
、
ま
だ
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

石
川
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
の
再
生
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。

県
民
の
活
力
を
引
き
出
し
、
力
強
く
活
躍
す
る
舞
台

を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

行
政
は
県
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
何
を
求
め
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
ず
は
、
将
来
の
不
安
を
解
消
す
る
仕
組
み
を
つ
く

り
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
誰
も
が
成
長
・
安
定
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
民
が
安
心
し
て
、
な
お
か
つ
安
全
に
豊
か
な
生
活

が
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

率
直
な
反
省
を
、そ
し
て
必
勝
の
た
め
に
堅
固
な
態
勢
づ
く
り
を

参
議
院
議
員

岡
田
直
樹

日
頃
か
ら
自
由
民
主
党
へ

の
ご
支
援
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

「
ね
じ
れ
国
会
」
で
私
は
、

議
院
運
営
委
員
会
理
事
と
国
会
対
策
副
委
員
長
を
兼
務

し
て
お
り
ま
す
。

参
院
で
多
数
を
握
っ
た
民
主
党
は
、
日
銀
総
裁
候
補

を
次
々
と
否
決
し
て
日
本
経
済
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た

り
、
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
を
１
ヶ
月
間
失
効
さ
せ
て
石

川
県
や
町
村
の
財
政
に
穴
を
あ
け
た
り
、
そ
の
横
暴
は

目
に
余
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
物
価
の
安
定
や
年
金
、

医
療
制
度
の
改
善
は
政
府
・
自
由
民
主
党
が
全
力
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
次
期
衆
院
選
で
、
１
区
馳
浩
、
２
区

森
喜
朗
、
３
区
北
村
茂
男
の
各
代
議
士
に
お
力
添
え
を

頂
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成20年4月5日（土）県連定例大会
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イ
ン
フ
ラ
整
備
と
人
的
交
流
に
頑
張
っ
て
い
る
自
民
党
！

小
松
―
台
湾
便
の
就
航
を
は
じ
め
、
北
陸
新
幹
線
や
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
、

金
沢
港
大
水
深
岸
壁
の
活
用
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
支
援
な
ど
、

生
活
基
盤
の
整
備
や
経
済
効
果
の
拡
大
に
自
民
県
連
は
、
県
や
国
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

エ
バ
ー
航
空
（
台
湾
）
は
六

月
一
日
か
ら
小
松
―
台
湾
便
を

週
二
便
体
制
で
開
設
し
た
。
台

湾
の
『
北
陸
需
要
』
促
進
に
加

え
、
北
陸
三
県
か
ら
は
台
北
空

港
の
全
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
を
活
用
し
た
新
た
な
需
要
も

期
待
さ
れ
る
。
エ
バ
ー
航
空
の

陳
社
長
は
「
森
元
首
相
ら
多
く

の
方
々
の
尽
力
が
あ
り
一
大
決

心
し
た
」
と
述
べ
た
。

北
陸
新
幹
線
の
早
期
開
通
が

待
た
れ
る
中
、
こ
の
ほ
ど
の
整

備
新
幹
線
の
計
画
見
直
し
で
、

未
着
工
区
間
で
あ
る
金
沢
―
敦

賀
の
一
括
認
可
な
ど
に
向
け
た

北
陸
三
県
の
結
束
強
化
が
あ
ら

た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
長
野
―
金
沢
（
白
山
総
合

車
両
基
地
）
の
早
期
開
業
と
、

建
設
費
の
地
方
負
担
軽
減
、
平

行
在
来
線
へ
の
支
援
な
ど
も
重

要
課
題
で
あ
る
。

県
内
観
測
史
上
初
め
て
の
大

地
震
発
生
か
ら
一
年
。
自
民
県

連
は
県
な
ど
と
連
携
し
て
能
登

復
興
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は

こ
の
教
訓
を
生
か
し
た
災
害
に

強
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
課
題

で
あ
る
。
町
内
会
や
各
種
の
組

織
な
ど
地
域
で
培
わ
れ
た
絆
を

再
構
築
し
、
万
一
に
備
え
た
防

災
力
の
ア
ッ
プ
が
カ
ギ
と
な
っ

て
い
る
。

北
陸
と
東
海
の
両
経
済
圏
を

結
ぶ
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
七

月
五
日
に
全
面
開
通
す
る
。
一

宮
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
小
矢
部

砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
結
び

総
延
長
は
約
１
８
５
km
。
所
要

時
間
は
約
二
時
間
半
。
県
内
へ

の
観
光
客
の
増
加
や
好
調
な
自

動
車
産
業
な
ど
の
企
業
誘
致
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
近
く

な
っ
た
能
登
で
の
人
材
確
保
も

大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

金
沢
港
で
は
物
流
の
効
率
化

を
図
る
た
め
の
多
目
的
国
際
タ

ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
水
深
十
三
メ
ー
ト

ル
の
岸
壁
に
は
三
〜
四
万
ト
ン

級
の
大
型
船
舶
が
接
岸
可
能
。

陸
上
輸
送
距
離
の
短
縮
に
よ
る

金
沢
港
大
水
深
岸
壁
の
活
用

国
際
物
流
拠
点
港
の
整
備
で
県
内
産
業
の
競
争
力
ア
ッ
プ

5

北
陸
新
幹
線
の
開
通

三
県
一
体
と
な
っ
て
建
設
促
進
運
動
の
加
速
を

2
小
松
―
台
湾
便
の
就
航

全
世
界
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
魅
力

1

自民党石川県連では、平成20年度の党員を募
集しています。入党希望の方は所在地の地域支
部、職域支部を通じてお申込みください。

☆党費（年間）一般党員　4,000円　　
家族党員　2,000円

党員募集について

『りぶる』を愛読してみませんか
公党で唯一の女性政党誌を購読してみませんか。

購読希望の方は自民党石川県連までお申込みください。
★発行月一回　年間購読料　3,600円

①クイズの答え

②住所

③氏名

④職業

〒920-8203
金沢市鞍月5-255
自由民主党
石川県支部連合会
組織広報本部
『プレゼントクイズ係』
行き

ご
当
地
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、

正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

抽
選
で
10
組
様
に「
ホ
テ
ル

金
沢
」の
ペ
ア
お
食
事
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
ど
し
ど
し

ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

1
問

日
本
三
名
園
の
一
つ
に
選
ば
れ

て
い
る
金
沢
市
に
あ
る
公
園
の

名
前
は
？

2
問

岩
窟
の
中
に
あ
る
本
殿
や
三
重

の
塔
が
有
名
な
小
松
市
に
あ
る

古
刹
は
？

3
問

福
浦
か
ら
関
野
鼻
ま
で
続
く
海

岸
線
で
、
巌
門
な
ど
が
あ
る
能

登
随
一
の
景
勝
地
の
名
前
は
？

応
募
見
本
ハ
ガ
キ
を
参
考

に
、回
答
を
３
問
と
も
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
７
月
31
日
。

当
選
は
、お
食
事
券
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※お送りいただいたハガキの個人情報は、このプレゼントクイズのみに使用し、使用後は適切に処理いたします。

小松空港ターミナルビルに新たに開設されたエバー
航空カウンター［北國新聞社提供］

７月５日開通。２時間半でつながる北陸―中京圏

P R E S E N T Q U I Z

ご当地クイズに答えてペアお食事券を当てよう!! vol.1

生
活
の
課
題
に
真
剣
に
対
応

重
点
的
な
取
り
組
み
―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
紹
介

■
道
路
特
定
財
源
問
題

五
月
十
二
日
の
参
院
本
会
議
で
否
決
さ
れ
、
衆
院
に
返
付
さ

れ
た
道
路
整
備
費
財
源
特
例
法
改
正
案
が
十
三
日
、
衆
院
で
再

可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
福
田
総
理
は
「
歳
入
不
足
が
継
続
す
る

無
責
任
な
状
態
は
解
消
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
「
生
活
者
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
」
考
え
を
示
し
た
。

■
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

都
道
府
県
単
位
の
広
域
連
合
が
保
険
運
営
に
責
任
を
持
つ
た

め
財
政
の
安
定
性
が
高
ま
っ
た
。
事
前
の
説
明
不
足
も
あ
り
誤

解
が
生
じ
た
が
、
新
た
な
保
険
料
の
負
担
や
受
け
ら
れ
る
医
療

の
制
限
・
差
別
は
な
い
。
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
の

は
、
納
付
に
わ
ざ
わ
ざ
出
向
く
手
間
と
徴
収
に
伴
う
行
政
の
ム

ダ
を
省
く
た
め
と
政
府
は
説
明
し
て
い
る
。

■
五
千
万
件
の
未
統
合
年
金
記
録
問
題

「
今
年
の
三
月
ま
で
に
す
べ
て
が
終
わ
る
よ
う
な
誤
解
を
与

え
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
」
と
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
は
陳
謝
。

「
今
後
は
す
べ
て
の
受
給
者
と
加
入
者
に
対
し
て
年
金
特
別
便

を
送
付
し
て
チ
ェ
ッ
ク
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
記
録
を
一
つ
一
つ
見
な
が
ら
追
い
か
け
る
両
面
の
方
法

で
統
合
を
図
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。

コ
ス
ト
の
大
幅
縮
減
が
図
ら
れ

る
。
現
在
定
期
航
路
を
持
つ
中

国
上
海
航
路
や
釜
山
コ
ン
テ
ナ

便
な
ど
の
拡
充
も
予
想
さ
れ
、

県
内
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

４万トン級の接岸も可能。整備が進む金沢港［北國新聞社提供］

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年

地
域
の
絆
で
災
害
に
強
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

3
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通

近
く
な
る
中
京
圏
、
観
光
・
企
業
誘
致
へ
の
期
待
大

4
課題を克服して早期建設促進を決議［北國新聞社提供］

平成１８年の本滑走路かさ上げ工事に続き、昨年１２月にエプロンの
拡張工事が完成した小松空港とエバー航空機（円内）

地震発生後、視察で来県した冬柴国土交通大臣と被
災状況の説明を受ける北村代議士

工事中の五箇山インターチェンジ付近［北國新聞社提供］

自民党政経セミナー
政策とは何のために、誰のためにあるのか！

■と　き　平成20年9月7日（日）
政経セミナー／懇親パーティー

■ところ　ホテル金沢
■会　費　20,000円
………………………………　お問合せ　………………………………　

自民党政経セミナー実行委員会　TEL（076）237-0911
石川県金沢市鞍月5-255

※この催物は、政治資金規制法第8条の2に規定する政治資金パーティーです。

必ずやります。実行します。

自民党


